
対象は、2015年7月から2016年7月の間に第一大臼歯部へ歯槽頂アプローチによる上顎洞粘膜挙上術を行い、術前、術直
後、術後１年経過時のCT撮影を行えた52症例とした。対象術式は、OSSTEM社CAS drillを使ってドリリングを行い、
Hydraulic lifterを用いて上顎洞粘膜を剥離・挙上。その後、補填材は使用せず、PRFのみを填入しインプラントを同時
埋入した症例とした。上顎洞粘膜挙上形態の評価は、術直後のCTと1年後のCTで行なった。CT冠状断での粘膜挙上形態
を以下の5つに分類し一年後の骨増生形態と比較し評価した。

口蓋側のみインプラントの 
先端より高く挙上されている

インプラントの先端より低い 
範囲でテント状に挙上されて

①テント型 ②頬側挙上型

頬側のみインプラントの先端 
より高く挙上されている

③口蓋側挙上型

中心部がインプラント先端を
超えて挙上されている

④ドーム型

全体的にインプラントの先端
を超えて挙上されている

⑤水平挙上型

水圧を用いた上顎洞粘膜挙上法の有用性の検討 
Crestal approach sinus floor elevation using hydraulic pressure.
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近年、歯槽頂アプローチによる上顎洞底挙上術に於いて生理食塩水注入による水圧を用いて上顎洞粘膜を挙上する方法が考
案され、幅広い症例に対する有用性が示唆されている。そこで今回我々は、第一大臼歯部に同方法を用いて上顎洞底挙上術
を行った症例の術直後の洞粘膜の挙上状態と1年経過時の骨の増生形態を比較し有用性を検討したので報告する。
《 対 象 と 方 法 》
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術 直 後 の 上 顎 洞 粘 膜 挙 上 形 態 術直後挙上形態として
は水平挙上型が最も多
く55.8％で、頬側挙上
型、口蓋側挙上型、ドー
ム型とあわせると90％
近くの症例でインプラ
ント先端を超えて粘膜
が挙上されていました。

《 結 果 》
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術直後にはインプラン
ト先端を超えて挙上さ
れていた粘膜も1年後に
は下がり、頬側挙上型・
口蓋側挙上型・水平挙
上型においても5割以上
の症例が1年後にはテン
ト型に変化していた。

《 緒 言 》

上顎洞粘膜挙上状態（術直後～1年後の変化）

1年後

約7割がテント型で、いく
つかの症例は頬側挙上型・
口蓋側挙上型・水平挙上
型となったが、ドーム型
はなかった。いずれのパ
ターンに於いても上顎洞
粘膜下は骨と同等のCT値
を示した。
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1年後における粘膜挙上形態の典型的CT像と症例数および発生頻度
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① 術直後の挙上形態
水圧を用いた粘膜挙上方では、残存骨量が少なく上顎洞の幅が広い 難症
例とされるようなケースにおいてでも水平挙上型のように大きく粘膜が
剥離挙上された症例が多く、この方法の幅広い症例での有用性が示唆さ
れた。 
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② 1年後の挙上形態
1年後の挙上形態は殆どがテント型となった。PRFのみを用いたため
PRFの吸収あるいは収縮により挙上された粘膜はインプラントの先
端のみで保持される形になるためと思われるが、しかし一部の症例
では1年後も頬側挙上型・口蓋側挙上型・水平挙上型に維持されてい
た。これらの症例の上顎洞幅は比較的狭く、粘膜挙上状態を維持し
やすかったのではないかと考察される。

《 結 論 》水圧を用いた上顎洞粘膜挙上法は、様々な条件の幅広い症例に対応できる有用な方法である。

残存骨量・上顎洞幅と上顎洞粘膜挙上形態について《 考 察 》


